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昨
年
度
、
高
島
市
で
男
性
介
護
者
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
と
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
在
宅
で

介
護
を
さ
れ
て
い
る
男
性
は
２
２
４
人
お
ら
れ
、
介
護
者
全
体
の

16
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　介護者から見た要介護者と
の続柄は、「親介護」が全体の
55%、「配偶者介護」が全体の
40％を占めていました。

　「家族としての義務だから」「自分以外に介護
する人がいない」という理由が多くありました。

　配偶者介護の方は「自分の健康」や「将来の不安」
の訴えが多くありました。親介護の方は自分の健康や
将来のこと以外に「経済的なこと」に不安をもたれて
いる傾向にありました。

（％）【訴えと続柄の関連】

　通院されている男性介護者は
全体の 67％を占め、親介護で
は 26％、配偶者介護では 69
％の方が自分自身の体調を管理
しながら、介護をされているこ
とがわかりました。

 　男性介護者の４分の
１の方が認知症の方を介
護されています。

　年代別では、60 歳代の男性介護者が最も多く、次いで
50 歳代、70 歳代となっていました。
　男性介護者の平均年齢は 67 歳で、父母を介護している「親
介護」の平均年齢は 58. １歳、妻を介護している「配偶者介護」
の平均年齢は 79. ５歳でした。

　不安を訴えられる発言もありましたが、介護をしな
がらも周囲からねぎらいの声掛け等、ちょっとした支
えがあることで、介護者自身の精神的安定が図られて
いることもわかりました。
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こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
男
性
介
護
者
が
集
ま
る

ケ
ア
メ
ン
の
会
が
、
仲
間
ど
う
し
支
え
合
う
大
切

な
場
に
な
っ
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
ケ
ア
メ
ン
の
会
で
は
、
介
護
の
悩
み
を
解
消
す

る
た
め
、
専
門
家
を
交
え
た
学
習
会
や
情
報
交
換

会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
健
康

に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
健
康
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。
介
護
さ
れ
て
い
る
男
性
の
方
、

介
護
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
男
性
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
開
催
日
程
は
、
健
康
い
き
い
き
応
援
セ

ン
タ
ー
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
高
島
市
で
は
、
介
護
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
、

お
互
い
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
、「
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
」、「
男
性
介

護
者
」
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
よ
り
多
く
の
方
に
認
知
症

や
介
護
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り

組
み
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家事ができない

介護知識・技術がない

各種サービスの情報や制度について

経済的なこと

介護を代わってくれる人がいない

男性介護者同士の交流の場がほしい

悩みを話す相談相手がいない

地域・近所とのつながりがない

友達・親せきとの付き合いがない

自分の時間がない

外出ができない

気が休まらない

介護ストレスが溜まっている

自分の健康

将来の不安

その他
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は
、
認
知
症
の
方
の
一
人
歩

き
（
徘
徊
）
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い

時
は
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
ま
ず
「
認
知
症
」
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
、「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
ご

依
頼
の
あ
っ
た
グ
ル
ー
プ
や
地

域
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
健
康
い
き
い

き
応
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。認知症サポーターの輪を

広げていきましょう！

認
知
症
の
方
や

そ
の
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族
を
見
守
る
応
援
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男
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介
護
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関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
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自分以外に介護する人がいない

家族としての義務だから

よく世話になったから恩返しをしたい

当たり前・できることをするため

子どもに迷惑をかけたくない

生きがいだから

その他
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介護している理由

困っていること

男性介護者へのインタビュー結果から


